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主な事業内容

目標①
町民の生活を支える公共交通の維持・充実

施策１ 鉄道路線の維持・充実

事業1-1 鉄道路線と連携したＪＲ八高線活性化事業の実施について

施策２ 路線バスの維持・充実

施策３ コミュニティバスの維持・充実

鉄道事業者と連携し、丹荘駅構内や丹荘駅前でイベント等を実施す
ることにより、丹荘駅及びＪＲ八高線の知名度向上や利用者の増加を
図る。

事業2-2 利用実態に見合った効率的な運行見直し等

利用実態にあったダイヤの見直しや路線変更等の協議・調整を実施
する。
路線バスの利用者増加等に向けた取組みとして、学生フリーパスや

貨客混載の取組み等を交通事業者及び沿線市町と協議・調整する。

事業3-2 町営バスの利用率及び収益向上

季節のイベントに合わせた車両デコレーションや町のイベントでの
利用機会を増やすこと等を通して利用率及び収益の向上を目指す。

目標②
高齢者等が移動しやすい安心・安全な公共交通の確保

施策４ 高齢者等の移動支援

事業4-1 外出支援タクシー利用料金補助事業の維持・拡充

施策５ 安心・安全な利用環境の確保

現在、実施している、65歳以上の運転免許返納者等に対するタクシー
利用料の補助について、ニーズを把握し、対象者の拡充等を検討する。

事業5-1 公共交通の待合環境の充実

町民が利用しやすい公共交通を提供するため、利用状況等を加味した上
で、上屋やベンチ等が未整備な箇所については、待合環境の整備を実施す
る。
また、バス停の場所や時刻表を分かりやすく周知する等、利用しやすい

環境を整備する。

目標③
公共交通と観光事業等の連携による町の活性化

施策７ 公共交通と観光事業等の連携

事業7-2 新たな拠点整備等による公共交通の利用促進

路線バスとコミュニティバスの中継地点となっている神泉総合支所で、
観光客の増加を目的とした環境整備や新たなイベント等を実施することに
より、公共交通の利用促進を図る。

施策６ 新たな移動手段の確保

事業6-1 公共交通空白地域解消に寄与する新たな移動手段導入の検討・研究

自らの力で自由に移動できる手段を持たない高齢者等に対し、日常生
活での利便性向上を目的に、新たな移動手段の導入を検討する。


